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社会福祉法人えべつ幸誠会  

役員及び評議員等の報酬及び慶弔規程 
 

（目的） 

第１条 この規程は、社会福祉法人えべつ幸誠会の役員及び評議員等の報酬及び慶弔につ

いて定めるものである。 

 

（定義） 

第２条 本規程でいう役員とは、理事及び監事をいう。評議員等とは評議員及び評議員選

任解任委員並びに第三者委員会委員をいう。 

 

（理事会及び評議員会の出席報酬等）  

第３条 理事長を除く理事及び監事が理事会･評議員会に出席したときは、次により報酬

及び実費弁償費を支払うことができる。なお、同日にあわせて法人の業務を行った場合で

あっても、第４条の報酬及び実費弁償費はこれを支払わないものとする。 

 報  酬 （日額） 
費 用 弁 償 （日

額） 

理事会出席報酬等 １０，０００円 ２，０００円 

 

２ 評議員が評議員会に出席したときは、次により報酬及び実費弁償費を支払うことがで

きる。なお、理事を兼ねる評議員が理事会に出席し、かつ同一日に開催された評議員会に

出席したときは、評議員会出席に係る報酬及び実費弁償費を支払わないものとする。ま

た、同日にあわせて法人の業務を行った場合であっても、第４条の報酬及び実費弁償費は

これを支払わないものとする。 

 報  酬 （日額） 費 用 弁 償 （日額） 

評議員会出席報酬等 １０，０００円 ２，０００円 

 

３ 交通費の実費が、実費弁償費の額を超える場合には、その実費とする。 

 

（役員及び評議員等の勤務報酬等） 

第４条 理事長の報酬は月額５０，０００円とする。ただし、業務の為の出勤日数及び時

間については別表１備考に記載の通りとする。なお理事長は月額報酬の為、臨時的・緊急

的に招集された業務について報酬等は支払わないものとする。 

２ 役員及び評議員等が、定時会議以外の日において理事長の命を受けて法人及び施設の

運営の為の業務にあたった場合、別表１により報酬及び実費弁償費を支払うことができ
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る。 

３ 監事が理事会及び評議員会以外の日において、法人及び施設の指導検査への立会及び

運営状況の指導または監査の業務にあたった場合は、別表１により報酬及び実費弁償費を

支払うことができる。 

４ 評議員選任解任委員及び第三者委員会委員が定期指導や会議の為に業務を行った場合

は、別表１により報酬及び実費弁償費を支払うことができる。 

５ 交通費の実費が、実費弁償費の額を超える場合には、その実費とする。 

 

（出張旅費） 

第５条 役員及び評議員等が、法人業務のため出張する場合は、えべつ幸誠会 旅費規程

の 

第 11条、第 12条、第 13条、及び旅費規程別表 1に従い掛かる費用を支給することがで

きる。 

２ 旅費は実情を考慮し、増額することができる。 

３ 旅費等は原則として、出張終了後支払うこととするが、必要により事前に概算額を支

払い、出張終了後精算することができる。 

 

（兼務役員） 

第６条 施設の職員を兼務する役員は、施設の職員としての業務を除く法人職務に限り、

この規程を適用することができる。 

 

（功労記念品） 

第７条 役員及び評議員等が一定期間以上、継続して任務を遂行され、その後退任される 

時は功労記念品を贈呈する。なお本件は理事会審議の承認を要する。一定期間と功労記念

品の金額については別表２の定めるところによる。 

 

（受賞祝金） 

第８条 役員及び評議員等が社会福祉事業に関する功労により、厚生労働大臣、北海道知

事の功労表彰または国の叙勲、褒章制度に基づく叙勲、褒章を受けたとき及び理事長が指

定した褒章等を受けたときは、別表３に定める祝金を支給する。 

 

（傷病見舞金） 

第９条 役員及び評議員等が傷病により入院が２週間以上に及んだときは、別表３に定め

る傷病見舞金を支給する。 

 

（災害見舞金） 

第 10条 役員及び評議員等が、火災、水害その他不時の災害を受けたときは、その被害

に応じて別表３に定める災害見舞金を支給する。 
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（ご本人の弔慰金） 

第 11条 役員及び評議員等が、死亡したときは別表 4の定めにより相続人に弔慰金を支

給するほか、葬儀に際して供花及び弔電を供えることができる。 

 

 

（親族等への弔慰金） 

第 12条 役員及び評議員等の親族等が死亡したときは、別表 5の定める弔慰金を支給す

るほか、葬儀に際して供花及び弔電を供えることができる。 

 

（改正） 

第 13条 この規程を改正または廃止する必要が生じた場合は、社会福祉法人えべつ幸誠

会 

理事会の議決を経なければならない。 

 

 

 附 則 

 この規程は、平成２９年４月１日より適用する。 
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別表１ 役員及び評議員等の勤務報酬等 

名      称 報   酬 実費弁償費 備  考 

理 事 長 業 務 報 酬 等 

（月額） 
５０，０００円      ０円 

週 1日、

月 4日程度(１

日４時間程度) 

【定時】評議員選任解任委員会・第三

者委員会業務報酬      (日額) 
１０，０００円 

２ ，０００

円 
 

理事及び評議員等臨時的業務報酬 

(日額） 
５，０００円     ０円  

監 事 監 査 指 導 報 酬 等 

（日額） 
１０，０００円 ２，０００円  

 

 

別表２ 功労記念品 

任 期 記念品金額     記念品 

4年～6 年   １万円程度 百貨店カタログギフト等 

８年以上   ３万円程度      同上 

 

 

別表３ 祝金及び見舞金 

区 分 支給基準額 備考 

受賞祝金 ア. 北海道知事、厚生労働大臣 

表彰受賞のとき 20,000円 

 イ. 国の褒章制度による 

   褒章受章のとき 30,000円 

 ウ. 理事長が指定した褒章 

    10,000 円以上 30,000円以内 

 

傷病見舞金  ア. 傷病見舞金 

    10,000円 

 イ. 業務上の傷病による見舞金 

    （通勤災害を含む） 

30,000 円 

 

災害見舞金  被害の程度により 

    10,000円以上 50,000 円以内 
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別表４ 弔慰金 

対 象 者 支給基準額 備 考 

  理事長 100,000 円  

弔電・供花   副理事長    70,000 円 

  その他役員等    50,000 円 

 

 

別表５ 親族等への弔慰金 

対 象 者 支給基準 備 考 

配偶者 30,000 円 

弔電・供花 
父母 10,000 円 

配偶者の父母 10,000 円 

 子 30,000 円 

祖父母 10,000 円 
弔電 

兄弟 10,000 円 

 

 


